平成16年10月6日

教育研究センター主任　多留　康矩　殿

教育研究センター（化学）

講師　萩谷　宏

新科目「海外自然体験実習」設置の申請について

下記の科目を来年度より新設いたしたく、教育研究センター会議での審議をお願いいたします。

記

科目名：海外自然体験実習

対象：工学部全学科・全学年

科目群名：教養科目

単位数：２単位

担当責任者：萩谷（教育研究センター・化学）

科目概要：

　フィジー諸島共和国における自然体験実習。英会話、異文化体験、伝統儀式、国際交流、自炊体験、植生・地質調査実習、測量実習、建築実習、映像制作実習、基盤設備見学、珊瑚礁観察など。夏休み期間中に実質12日間の実施。University of the South Pacificと共同での実習を含む。

到達目標：

　社会資本が未発達な地域において、工業発展の必要性や環境との調和の重要性を、現地での測量やフィールドワークを通じて実感し、また異文化の中での生活体験、現地大学生との討論など実際的な英会話から、国際的な視野とコミュニケーション能力の基礎を身につける。

授業計画

　１．事前学習　　：８月に4日間、約10コマ分の講義と実習を実施する。

　２．現地での実習：９月上旬から中旬の約２週間、フィジー諸島に滞在し実習を行う。

　３．事後学習　　：帰国後、10月頃に学習のまとめとして2コマ分の講義を行う。

開講理由：

　昨年より実施している、「フィジー諸島共和国における自然体験実習」について、来年度も実施することを前提に、科目として申請したい。

　すでにこれまで2003.9.4-9.15及び2004.8.28-9.13の２回実施し、のべ54名の学生が参加して成果を上げている。

現在は学外実習あるいはインターンシップなどの科目で各学科に単位認定をお願いしているが、学科によって対応が異なり、認定されない学科がある。工学部の独自性を持ったプログラムとして、今後の発展が見込まれるので、ぜひ科目としての認定をお願いしたい。
